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～ R7年　12月　31日

（対象者数） 43 （回答者数）
30

～ R7年　12月　31日

（対象者数） 8 （回答者数）
8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
標準化されたアセスメントの活用や支援内容の可視化を進め

ながら、より個別性の高い支援の充実を図っていきます。

2

児童の変化やニーズに応じた環境調整を継続しながら、より

過ごしやすく参加しやすい支援環境の充実を図っていきま

す。

3

思春期支援に関する専門的な視点を職員間でも共有しなが

ら、発達段階に応じた支援の質の向上につなげるとともに、

関係機関との連携も進めながら将来を見据えた支援体制の充

実を図っていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

面談機会の定期化や実施回数の見直しを検討するとともに、利用回

数に関わらず情報共有の機会が確保できるよう通信やSNS、個別説

明等の方法を整理しながら周知の充実を図っていきます。また、懇

親会等の機会も引き続き活用しながら双方向の情報共有が行える関

係づくりを進めていきます。

2

地域行事への参加や地域施設の活用、関係機関との情報交換の機会

を積極的に取り入れながら、児童が地域の中で多様な経験を積むこ

とができる支援の充実を図っていきます。また、無理のない範囲で

実施可能な交流機会から段階的に取り組みを広げ、継続的な地域連

携体制の構築を目指していきます。

3

研修内容を職員間で共有するだけでなく、個別支援計画や

日々の支援説明の中で具体的に示すことで専門性の見える化

を進めていきます。また、関係機関との連携機会を確保しな

がら、外部の専門的助言を支援に活かせる体制づくりを進め

ていきます。

全肯定の支援方針に基づいた個別支援

全肯定の支援方針に基づき、児童一人ひとりの「やりたいこと」や思いを尊

重しながら主体性を大切にした支援を行っています。また、日々の行動観察

や保護者との情報共有を通して児童の特性や発達段階を把握し、個別活動と

集団活動を組み合わせた支援を実施しています。さらに、管理者が思春期保

健相談士の資格を活かし、思春期特有の心身の変化や対人関係の課題にも配

慮した支援や保護者への助言を行うなど、発達段階を踏まえた専門的な関わ

りを大切にしています。

児童の特性や成長に応じた柔軟な環境設定

児童の特性や学齢、発達段階に応じて室内環境の調整や活動内容の

見直しを行い、安心して過ごせる環境づくりに努めています。ま

た、日々の朝礼や終礼を通して職員間の情報共有を行い、支援の方

向性を統一しながら安全で安定した支援体制を整えています。加え

て、今年度は職員研修の機会を意識的に増やし、支援に関する知識

や理解を深めることで児童への関わりの質の向上を図っています。

就労準備や社会性の育成を見据えた支援プログラム

将来の社会参加や自立に向けた支援を大切にしながら、生活力や社

会性の育成につながる活動を継続的に取り入れています。また、管

理者が思春期保健相談士の資格を活かし、思春期特有の心身の変化

や対人関係の課題に配慮した支援や保護者への助言を行うなど、専

門的な視点を支援の中に取り入れています。

職員の専門性向上と外部連携のさらなる強化

今年度は職員研修の機会を意識的に増やし、支援に関する知識や技術の向上

に取り組んできましたが、研修で得た学びや専門的視点が日々の支援の中で

どのように活かされているかについては、保護者に十分伝わりにくい部分が

あると考えています。また、関係機関との連携についても継続的に行ってい

るものの、専門機関からの助言を体系的に取り入れる仕組みについてはさら

なる充実が必要と感じています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者への情報共有機会のさらなる充実

日常的には連絡帳や送迎時のやり取り、懇親会の開催等を通して情

報共有を行っていますが、利用回数の違いや生活状況により面談機

会に差が生じる場合があり、事業所として意識的に行っている支援

内容や取組が十分に伝わりにくい場面があります。また、個別支援

の意図や専門的な支援内容については、継続的に説明の機会を設け

ているものの、より丁寧な共有の必要性があると考えています。

活動内容のさらなる充実と地域との連携

日常的な活動の中で公園活動等を通した自然な地域交流の機会は確

保していますが、地域住民や地域資源との計画的な交流機会につい

ては十分とは言えない部分があります。また、安全面への配慮や

日々の支援の安定的な実施を優先する中で、新たな地域交流活動の

企画や関係機関との継続的な連携体制づくりに時間を確保すること

が難しい場面もあります。
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